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～脳卒中相談窓口の地域連携～
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脳卒中療養支援センター・もやもや病支援センター



回復期医療機関
かかりつけ医

1次脳卒中センター（PSC)コア施設

脳卒中相談窓口

患者・家族への情報提供
及び相談支援

2022年度 PSCコア施設に「脳卒中相談窓口」を設置（日本脳卒中学会）

京都府ではPSCコア６施設＋７PSCに脳卒中相談窓口が設置



京大病院 脳卒中療養支援センター

● 医師

● 看護師● 薬剤師

● 管理栄養士

● リハビリ担当者

● 医療ソーシャルワーカー

● 事務

多職種連携で行う

脳卒中相談支援
脳卒中相談窓口がワンストップで対応



京大病院 脳卒中療養支援センター 2022年度実績について

❸ 支援内容： 

両立支援（就労・就学）

その他：
・ パンフ紹介
・ 動画紹介
・ 栄養指導
・ 服薬指導 等

（件）

リハビリ継続先の相談

・ 転院
・ 在宅療養調整

京大病院 脳卒中療養支援センター 2022年度 支援実績について

支援患者数 139人

（延べ人数 314人）



脳卒中相談窓口マニュアルに記載されたコンテンツの展開

脳卒中相談窓口マニュアルの中で、

まずは疾患管理・予防に関する啓発・情報提供から着手

2022年度





日本脳卒中学会・日本脳卒中協会・京大病院脳卒中療養支援センター作成の啓発動画を紹介





脳卒中相談窓口マニュアルに記載されたコンテンツのこれからの展開

脳卒中相談窓口マニュアルの中で、
まずは疾患管理・予防に関する啓発活動と情報提供から着手

2023年度以後

2022年度

• 意思決定支援

• 両立支援

生活面での課題解決に向けた支援を準備整備



SCPA Japan京都府支部

• 一般社団法人 京都府医師会
• 公益社団法人 日本脳卒中協会京都府支部
• 一般社団法人 京都医療ソーシャルワーカー協会
• 公益社団法人 京都府介護支援専門員会
• 一般社団法人 京都府理学療法士会
• 一般社団法人 京都府言語聴覚士会
• 一般社団法人 京都府作業療法士会
• 一般社団法人 京都府薬剤師会
• 一般社団法人 京都府薬剤師会 病院診療所部会
• 公益社団法人 京都府栄養士会
• 公益社団法人 京都府看護協会

S

京都府における脳卒中多職種連携

（SCPA-Japan京都府支部）

脳卒中学会 各都道府県脳卒中対策推進委員会・PSC責任者会議

主に急性期施設へのアプローチに留まる

回復期～維持期・生活期への展開には 地域連携・多職種連携のチカラが必要



京都府 脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業

循環器病
総合支援
プロジェクト
委員会

府内の地域医療ネットワークや近隣府県病
院と連携した地域支援体制が特徴

学会等の関連団体、他府県医療機関との
綿密な連携体制が特徴

心臓病相談･支援脳卒中相談･支援

京都府

京都府循環器病対策推進協議会



脳卒中相談窓口の展開（京都府）

2022年度 • PSC coreおよび一部のPSC で設置

2023年度 • PSC や回復期病院で「脳卒中相談担当の脳卒中療養相談士(MSW等)」を指名

•   「脳卒中相談窓口連携の会 」を組織
脳卒中相談担当の脳卒中療養相談士による地域連携を進める

脳卒中・心臓病等総合支援センターは
＝当該府県における 脳卒中相談窓口のとりまとめ役



京都府 脳卒中相談窓口連携会議

PSC（一次脳卒中センター）

22施設より脳卒中相談MSW選出

（京都府内PSC施設カバー率： 100%）

回復期リハビリテーション病院

31施設より脳卒中相談MSW選出

（京都府内回復期病院カバー率： 97%）

総合支
援セン
ター

PSC

PSC
PSC

PSC

回リハ

回リハ 回リハ

回リハ

京都府内のすべての急性期～回復期施設の
脳卒中相談担当MSWが集合



脳卒中相談窓口連携会議（MSW）

急性期病院

回復期病院

維持期・生活期施設

脳卒中療養相談士（MSW） 脳卒中療養相談士（MSW） 脳卒中療養相談士（MSW）

縦の連携

横の連携

A病院 B病院 C病院

脳卒中療養相談士（MSW）

X病院

脳卒中療養相談士（MSW）

Y病院

脳卒中療養相談士（MSW）

Z病院

縦横の連携による 支援のバトンの標準化と共有





HOT Topics ❷ ： 京都府内脳卒中相談窓口 開設状況

設置済
＋

今後設置予定

約55%

（9/1現在）

京都府ではPSC・回リハ合計47病院の半数以上に
脳卒中相談窓口が設置ないし設置予定



脳卒中・心臓病等総合支援センター事業と関連する
厚生労働省研究班



7府県（岩手・宮城・栃木・

富山・京都・福岡・熊本）

脳卒中SWG 心臓病SWG

脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業採択府県における実態調査

2023年度

• 両立支援の実態調査

2024年度

• 意思決定支援の実態調査

連携が不可欠

日本脳卒中医療
ケア従事者連合

令和５年度厚労科研費FA-18

回復期以降の循環器病に対する多職種連携による患者支援体制の充実・
普及に資する研究（主任研究者：宮本 享）



脳卒中後の復職状況

⚫ 脳卒中後の復職は 発症後３ヵ月～６ヵ月頃と，１年～１年６ヵ月後のタイミングが
多いとされている

1) Saeki,J Rehab Med, 2010. Endo, BMJ, 2017

⚫ しかし、悉皆性のあるデータに基づいた正確な、復職率はわかっていない

⚫ 「療養・就労両立支援料」の算定は難しいという現場の声があるが、
算定状況や算定困難な理由を示す正確なデータがない



患者中心の開かれた
病院として、

安全で質の高い医療を
提供する。

両立支援調査概要 実施の主体である日本医療ソーシャルワーカー協会が全面協力

● 対象府県

岩手県・宮城県・栃木県・富山県・京都府・福岡県・熊本県 の7府県

● 調査内容

当該府県のすべての一次脳卒中センター（PSC）および回復期リハビリテーション病院における
脳卒中患者に対する両立支援の実施状況を調査する

● 調査期間

2023年10月～2024年3月
♯ フォローアップ期間：上記期間中の退院～6ヵ月後・18か月後

● 調査対象

❶ 調査期間中にPSCから直接自宅退院した脳卒中患者
❷ 調査期間中に回復期施設から（他施設を経ず）自宅退院した脳卒中患者



京都府における両立支援調査

➢ 調査協力 47  機関（PSC16、回リハ25、併設6） 100 %

➢ 担当者登録 70 名（MSW、Ns.、Dr.、事務、PT）

担当者会議 8/24（木）16:00-17:00

⚫ 今回の調査で、急性期～回復期病院が関与する両立支援の現状は判明する

⚫ しかし、回復期病院から退院した後の就労支援をどのように進めるかについては見えてこない

と脳卒中相談窓口会議の連携を開始



脳卒中相談窓口会議をプラットフォームにした
専門職種の地域連携による患者支援の整備

急性期病院 回復期・維持
期施設

脳卒中療養相談士（MSW） 脳卒中療養相談士（MSW）

院内多職種連携

専門職種との脳卒中相談窓口（MSW）の連携

薬剤師 薬剤師
薬剤師



専門職種（薬剤師）と脳卒中相談窓口の連携 （京都府）

A病院

B病院

C病院

D病院

MSW

MSW

理学療法士

MSW

MSW

脳卒中相談窓口連携会議

脳卒中相談窓口
における支援に利用

脳卒中相談窓口
における支援に利用

脳卒中相談窓口
における支援に利用

脳卒中相談窓口
における支援に利用

専門職種のアイデア を どの病院の脳卒中相談窓口でも情報提供

MSW

「脳卒中連携薬剤師会議」

情報提供



脳卒中相談窓口連携会議

MSW

SCPA Japan京都府支部

• 一般社団法人 京都府医師会
• 公益社団法人 日本脳卒中協会京都府支部
• 一般社団法人 京都医療ソーシャルワーカー協会
• 公益社団法人 京都府介護支援専門員会
• 一般社団法人 京都府理学療法士会
• 一般社団法人 京都府言語聴覚士会
• 一般社団法人 京都府作業療法士会
• 一般社団法人 京都府薬剤師会
• 一般社団法人 京都府薬剤師会 病院診療所部会
• 公益社団法人 京都府栄養士会
• 公益社団法人 京都府看護協会

脳卒中多職種連携のエンジン（京都府）

SCPA-Japan京都府支部



ピアサポート・患者会等と連携の支援

小児期発症の脳卒中をもつ患者・家族に
対して、 医療・福祉の情報提供



「もやもや病における学習障害」に対象を絞ったピアサポート



「もやもや病における学習障害に関するピアサポートの会」

「もやもや病研究班」および「脳卒中・心臓病等総合支援センター事業」としての全国展開

1. 2023年3月25日（土） 京都 京都大学

2. 2023年9月9日（土） 北九州 小倉記念病院

3. 2023年9月30日（土） 静岡 静岡県立総合病院

4. 2024年3月23日（土） 京都 京都大学

5. 2024年5月25日（土） 富山 富山市内会場

もやの会 関西ブロック

もやの会 九州ブロック・中国ブロック

もやの会 静岡（中部ブロック・関東ブロック）

もやの会 関西ブロック

もやの会 北陸ブロック



もやもや病における就学支援

さまざまな分野の専門家が話合いを行い、支援方法を検討

家庭・学校・病院で一致した支援が行えるようにする

「もやもや病研究班」および「脳卒中・心臓病等総合支援センター事業」としての全国展開
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